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試験における心電図上の有意な ST 低下の基準は， J 点の少なくとも 0.08秒後において0.05 mV 以上の horizontal あ




疾患群，対照群全員の末梢白血球よりフェノール CIAA 法にて DNA を抽出し， ACE 遺伝子多型は第16イントロン
に存在する挿入/欠失(I/D) 多型を直接 PCR (po1ymerase-chain-reaction) 法により決定。アポE遺伝子多型は第 4
エクソンに存在する PCR 増幅後， Hlza-I-制限酵素断片長多型により解析した。
両遺伝子多型の分布は Ha剖rdのy
告の日本人における頻度に近似した{値直を示した。 ACE 遺伝子(I!D) 多型の分布は両群聞に有意差を認めなかったが，
アポE遺伝子多型の ε4 型を持つ者は対照群に比し，疾患群で有意に高頻度に認められた (x 2 二 5.35 ， P<0.05) 。
アポ E遺伝子多型と血中コレステロール値，中性脂肪値， HDL-コレステロール値， LDL コレステロール値との相
関は認めなかった。
無症候性心筋虚血を生じる独立危険因子について調べるため， ACE 及び，アポ E遺伝子多型と虚血性心疾患の危険
因子について身長，体重，安静時血圧及び空腹時の血糖値， HbAlc，血中コレステロール値，中性脂肪値， HDL コレ
ステロール値， LDL コレステロール値を多変量解析を用いて解析した。多変量解析の結果，アポ E/ε4 は独立した無
症候性心筋虚血の危険因子であることがわかった (x 2 二 12.8 ， P<0.005 , R2 二 0.05 1) 0 Stepwise multiple regression 
analysis による解析では，アポ E/ε4 (X 2 ニ 5.73 ， P<0.05 , R2=0.051)及び総コレステロール値 (X2 二 7.04 ， P<O.Ol , 
R2 二 0.051) のみが無症候性心筋虚血と相関を認めた。
(総括)
マスター二階段試験で ST 低下を認めた症例を用いて無症候性心筋虚血の遺伝的危険因子について検討した。心筋










伝子多型の ε4 型が無症候性心筋虚血の独立した遺伝的危険因子であることが明らかとなった。アポ E遺伝子多型の
ε4 型と血中脂質の相関は認められず，アポE遺伝子多型と血管の動脈硬化の進展との関連には他の機構が関与する可
能性が考えられた。本研究は，虚血性心疾患発症前段階と考えられる無症候性心筋虚血の遺伝的危険因子を明らかに
したもので，学位の授与に値するものと考える。
